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開会 午後 ３時３０分 

 

○参事兼教育総務課長（吉森 昭一） 

 定刻になりましたので、これより令和元年度第１回白山市総合教育会議を開

催いたします。 

竹内委員におかれましては、都合により本日は欠席をされておりますのでご

報告をさせていただきます。 

──────────────────────────────────── 

◎市長挨拶 

○参事兼教育総務課長（吉森 昭一） 

開会にあたりまして、山田市長からご挨拶を頂きます。 

 

○市長(山田 憲昭）  

本日は、令和元年度第１回白山市総合教育会議を開催いたしましたところ、

委員の皆様方にはお忙しい中、ご出席をいただき、誠にありがとうございます。 

また、皆様方には、平素から白山市の教育の充実、発展のために、多大なご

尽力を賜っておりますことを、心から感謝を申し上げます。 

さて、この総合教育会議でたびたび申し上げておりますが、全ての市行政の

根底にあるのは、人づくりであります。この人づくりの原動力になるのが学校

教育、生涯教育といった教育です。 

特に、将来を担う子ども達の教育を考える上では、小中学校はもとより、地

域、家庭の関わりが不可欠であり、市長部局と教育委員会が共同で子ども達の

成長にとって何が必要かを考えていくことが重要です。 

このような中、法律改正によりまして、平成２７年に初めて総合教育会議を

開催し、策定を致しました「白山市教育大綱」が、今年度で最終年度となりま

した。 

本日の会議には、来年度からの新たな「白山市教育大綱」の策定に向け、協

議をいただきたいと思っております。 
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現在の大綱の基本理念であります、「ふるさと白山市を愛し、誇りに思える

人づくり」を引き継ぎながら、ＳＤＧｓの理念と連動していく大綱（案）とな

っております。後ほど事務局から説明を致しますが、日頃から考えておられる、

今後の白山市教育に係る課題展望等を踏まえ、皆様方には忌憚のないご意見を

賜りたいと思います。 

どうぞよろしくお願い致します。 

 

○参事兼教育総務課長（吉森 昭一） 

ありがとうございました。 

これより会議事項に移りたいと思います。議事の進行方につきましては、主

宰者であります市長にお願いしたいと思います。それでは、市長よろしくお願

いいたします。 

──────────────────────────────────── 

◎会議事項 

○市長(山田 憲昭）  

それでは早速ですが、会議事項に入りたいと思います。本日は、皆さんの忌

憚のないご意見をよろしくお願いしたいと思います。 

まず会議事項（１）「白山市教育大綱」の協議についてであります。①次期

白山市教育大綱の作業部会（案）について事務局より説明をお願いいたします。 

 

○参事兼教育総務課長（吉森 昭一） 

  （資料にて説明） 

 

○教育総務課補佐（笹津 剛） 

  （資料１にて説明） 

 

───────────────────────────────────── 

     ◎意見交換 

○市長(山田 憲昭） 
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ただ今、次期白山市教育大綱の作業部会（案）について事務局より説明があ

りました。 

このことについて、教育委員さんからご意見を伺いながら進めていきたいと

思いますが、次期白山市教育大綱の作業部会（案）については、現大綱策定か

ら５年が経ち、ＳＤＧｓとか、エコパークとかいったもの。また、人生１００

年時代と言われるような、健康とか生涯教育といったことが出てきました。そ

のことを盛り込んだ内容になっていたかと思います。 

ＳＤＧｓにつきましては、昨年の６月１５日に、総理から認定書をいただき

ました。実はジオパークを世界にということで、フランスパリのユネスコ本部

に２回行きました。その中で、国連が２０１５年に定めたＳＤＧｓが基本とな

ってジオパークなどが進められています。 

このことは、一言で言えば世界平和であり、環境、経済、社会等がきちっと

守られてこそ平和が保たれるという中で、１７の目標がありますし、１６９の

具体的なターゲットもあります。 

基本的には、市の行政を進める上で、１７の目標項目が、どの事業に当ては

まるのかを意識しながら、各事業を行っていくことであり、その中の教育とし

てどのようにしたらいいのか。 

市として、自分たちでできることをどのようにするのか。ということで、

「もったいないね」とか、ＬＥＤの電気で、ちゃんと「資源を守りましょう」

とか、市民が活動しやすいようにしていただく、それがスタートだと言うふう

には話をしております。 

最近まちづくり会議で言っていることは、みんなが取り組めること。 

それは、ゴミ問題での無料化をどうにかして続けられないか。一人当たりの

ゴミの排出量をみんなで減らそうではないか。いろいろと問題はあります。 

それが、家庭からも子ども達からもそういうふうに繋がっていく形になれば、

一番このＳＤＧｓが身近になってくるのかなあというふうには思っております。 

そういった観点からも、学校、家庭、教育と言う中に、ＳＤＧｓを取り込ん

でいくことが、大きな成果に繋がっていくのかというふうには思っております。 

今日は、ＮＴＴドコモが北陸電波管理局に５Ｇの免許が今朝、８時３０分に

下りましたけれども、これは金沢工大とＮＴＴドコモと白山市が連携をしてこ
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の５Ｇを進めていこうというようなことで、昨年連携を行ったことで早く免許

が下りましたけれども、企業もこのＳＤＧｓを通じて経済活動もそうですし、

社会に繋がることとして取り組むことで言えば、ありがたいなあと思っており

ます。 

ですからいろいろな企業がどんどんと提携もしていきますし、併せて大学の

方では、東京の組織「東大地域社会連携研究機構」と連携協定を締結し、白峰

に拠点を造ってもらいましたし、金沢大学もやはり、そういうふうにして造っ

ていただきました。 

高等教育機関やいろいろな企業で、そういうところとうまく連携してＳＤＧ

ｓというものが一つのきっかけになって、世界基準で地域づくりに繋がってい

くことになる。それを、学校、生涯学習の中で取り上げていけば、タイムリー

な事になるのかなと思いますので、ここは改定のいい時期かと思っているとこ

ろです。 

 ＳＤＧｓの５段階で言えば、まだ知らせるという段階であり、２段階目まで

は行っているかいないの所で、まだまだゴールは見えないところではあります。

まずは学校教育等を含めて進めていくことも大事だと思います。 

先だってはぶんぶんボールにＳＤＧｓの推進大使を任命し、推進をしていた

だいておりますが、分かりやすく子ども達に理解してもらえるようにするとか、

青年会議所の皆さん方とも提携をするとか、また、若い人たちにもやってもら

えるようになればというふうに思っております。 

 新たな観点で、ＳＤＧｓを通じて、そんなものがタイムリーでやっていけた

らいいのかなと思っておりますので、委員の皆様方もそんなことを通じて、こ

の大綱の事も含めて、今思っていることについてお話ししていただければあり

がたいと思っております。 

 よろしくお願い致します。 

 

それでは、例によりまして順番に伺いたいと思います。 

水洞教育長職務代理さんより、この「教育大綱」の内容等について何か思う

ことがありましたらよろしくお願いします。 
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○教育長職務代理者（水洞 満子） 

先ほども市長さんからもお話しがありましたように、２０１５年４月１７日

に第１回の総合教育会議が開かれ、まる４年が経ちました。新しい教育委員会

制度になっても、まる４年が経ったと言うことですが、ただ、人を育てるうえ

で、教育大綱の中で変わらないもの、変わってはいけないものがあると思いま

すので、この基本理念とか、基本目標がぶれてないのはいいなと思います。 

事務局からの説明を聞けば、時の流れとともに、たとえば、「健康で笑顔あ

ふれる元気都市白山」のスローガンのもとの健康都市宣言や地域資源、白山手

取川ジオパークの理解を深める教育や学習の機会を充実し、そして今お話しが

ありましたように、ＳＤＧｓの取組の推進などが加わって、それに沿って、教

育施策の内容がそれらを反映して修正がなされていて、いいかなと思います。 

具体的ではないのですが、白山市らしさというか、この中にもありますが、

自然の豊かさや感性を豊かにする体験など、白山市でしか出来ない体験を子ど

も達には経験してほしいと思います。 

今、市長さんの説明を聞いて分かったのですが、２ページ目の３、健康な心

と体を育む教育の充実の中の、②の「もったいない」や「お互い様」と言う言

葉だけが全体的には唐突のような感じを受け、美しいものは美しいと感じたり

する心も入ってくると思いますので、ここだけにとらわれるような感じを受け

るのが気になった次第です。 

以上でございます。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  ありがとうございました。では次に北田委員お願いします。 

 

○委員（北田 朋幸） 

 私も、時代の変化にあった内容で修正されているのはいいと思います。ただ、

私が感じたのは、２の確かな学力の形成と教育環境の整備についてですが、①

⑤についてはさわってはないですが、①の内容についてお願いします。 

私は、学校訪問とかをしていてのいじめの関係ですが、小中学校の連携推進

に関しては、校長先生方々も小中連携を地区別にしっかりやっていらっしゃい
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ますし、私が見て思うことは、幼・保・こ（幼稚園・保育園・こども園）と小

学校の連携があまりなくて、小学校の１年生に入って来たときに、子ども達の

素質をつかむのに少し時間がかかってしまい、その間にいろいろな問題が起こ

り得るような気がします。なるべくいじめ問題に関しても、早い解決に持って

いくためには、やはり幼・保・こ（幼稚園・保育園・こども園）の連携をこの

施策に中にどうしても入れてほしいというのが私の意見です。そうなれば、早

い時期から個々の素質も分かって、早めに物事が解決できます。また、早い時

期からの道徳を実施することによっていじめ問題が起こらないような対処がで

きますので、幼・保・こ（幼稚園・保育園・こども園）の連携を入れることで、

残り４年間の大綱の中においてもいい物になるのではないかと思います。 

以上でございます。 

○市長(山田 憲昭） 

  ありがとうございました。それでは小寺委員お願いします。 

 

○委員（小寺 正彦） 

私がまず思ったことは、この白山市教育大綱で、「ふるさと白山市を愛し、

誇りに思える人づくり」、この基本理念はほんとうにいいものだなあとつくづ

く思いました。 

特に子どもを育てる場合、一番大事なものは学校教育、それから家庭、そし

て地域。特に白山市の場合は、いろいろな地域とのつながりが子ども達にはあ

ります。 

特に前年度は、防犯とか地域の方々の子どものみまもり隊の組織化等、すば

らしいものが去年１年間でできたと思っております。 

そういうものを見ていって、何が核になるかなと常に思ってはいたんですが、

１の郷土愛を育む教育の推進の②で、公民館を拠点とした生涯学習事業の更な

る充実を図るとともに、の公民館というものが、もちろん社会教育施設も利用

しなければならないと思いますが、地域にとっては、公民館を窓口にするとい

うようなことが、ものすごくありますので、改正の時にはどのような形でもい

いので残してほしいと思いました。 

公民館活動の中には、生涯活動ももちろんありますけれども、子どもの教育
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についても、公民館活動の中でけっこう地域の歴史を学ぶ機会等を作っていく

こともありますので、そういうことも含めて、盛り込んで作っていっていただ

きたいなと思います。 

次に、基本目標の３健康な心と体を育む教育で、今までの推進から充実に変

えた訳でございますけれども、②の「もったいない」や「お互い様」について

は、我々、常にいつも思っていることであり、特に近所では「お互い様やね」

と言いながら過ごしていきます。田舎であればあるほど、「お互い様」が生き

ていきます。そして、先ほど市長が言われましたように、無駄なものは省く、

もちろん電気にしてもいる物はいるというところで、ＬＥＤ化であるとか、環

境にやさしいものを使っていくという、そういうことも含めて「もったいない」

を推進できればいいとつくづく思いました。 

そのようなことで、それらも含めて、「もったいない」や「お互い様」を残

しながら、子ども達の育成を図っていただきたいと思った次第でございます。 

以上でございます。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  ありがとうございました。それでは尾張委員お願いします。 

 

○委員（尾張 勝也） 

私は、ＳＤＧｓとかにこだわっていますので、３分ではとても話は出来ませ

んが簡単に話をさせていただきます。 

ＳＤＧｓ１７の項目とかはありますけれども、一番大事なのは、持続可能、

循環型社会という自然の中で活動をしている者にとっては、当たり前であって

一番大事な観点です。でも今の経済というのは、決して循環型になっていない

ので、ここは、私はＳＤＧｓが出てきたおかげで、私たちが大事やと思ってい

たこと、つまり、自然の中で遊んだり、自然に関わっている人が大事にしてき

たことが、違う形で日の目を見たなあ、というふうに思っています。 

循環型、持続可能な事をもっと大事にすれば、全体的にもう少し自然と言う

言葉をもっと入れていただきたいと思います。今は詳しく話はできませんが、

たとえば、この郷土愛のところに、豊かな自然をはじめとか、ジオパーク・エ
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コパークとかは書いてはあるものの、自然そのものの循環システムや、循環サ

イクルが、それが今、人間が生活しているサイクルとあまりにも違い過ぎると

いうことです。だから、いろんなものの循環と人間の生活とかが、離れ過ぎて

いると思いますので、もっと、もっと自然の時間というか、流れを大事にする

いい機会だなと私は思っています。 

私が気になるのが、ジオパーク・エコパークというのはいいんですが、あく

までも手段であって、そういうものを通して、何を育むか、何を大事にするか、

ジオパーク・エコパークが大事なものではなく、ジオパーク・エコパークを通

じて、市民・県民・国民という人たちに何を伝えなければいけないのか、どう

いうことを伝えなければいけないのか、そういうことをもっと盛り込んでいた

だきたい。そのキーワードが本当にＳＤＧｓの持続可能であると私は思ってい

ます。 

また、３の健康な心と体を育む①で自然体験活動という言葉があったのに、

修正案では、様々な体験活動になってしまっているので、ぜひこれは、自然体

験活動という言葉を入れていただきたい。 

それと、⑥のスポーツですけれども、最近、何がスポーツというのかが私は

分からなくなってきて、eスポーツという言葉があって、これはゲームではない

かと思います。あれまでをスポーツにするのかということで、スポーツとは一

体何なのかという定義を、我々、今、きちんとやらないと、俺、eスポーツやっ

ているからスポーツをやっているという子どもが出て来た時に、それでいいの

か、あれがスポーツなのか、どうなのか、私はスポーツとは全然思っていない

ので、この辺もスポーツとは書いてありますが、eスポーツという言葉が出てき

て、世の中で今、ある程度の広がりを見せていますが、そことの区別化、差別

化ということをしてほしいというふうに思います。 

繰り返しますが、私はこの白山市において本当に素晴らしいと思ったことは、

学力だけではなく、豊かな感性のびのび教育ということで、感性について非常

に強く打ち出している教育施策は、私はすごくいいなと思っています。何とな

く、その感性という言葉が、後々になってきている、目立たなくなってきてい

るような気がしていますので、私としては、自然、自然体験だけではないです

が、そこから育まれる豊かな感性ということが、今後、少し表に出て、それが
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本当にＳＤＧｓの理念そのものと根本的につながっているというような大綱に

していただきたいと思います。 

  以上でございます。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  ありがとうございました。それでは最後に松井教育長お願いします。 

 

○育長（松井 毅） 

それでは、大綱の修正（案）を作業部会で作っていただきましたですけれど

も、あまり細かいことは言いませんが、少し言わせていただきます。 

白山市の特徴は、やはり尾張委員も言われたように、豊かな自然が一番であ

ろうと思います。 

一昨年、白山開山１３００年ということでございました。次の１００年後、

開山１４００年を目指してこの自然をどう、継承していくのかということがあ

りました。この自然に対して、我々大人ばかりだけではなく、子どものころか

ら自然に対する尊崇の念とか、あるいは大切にして守り育てていく、そういっ

た態度が大事であろうと思っております。 

教育基本法とか、学校教育法、この両法律とも謳っているのは、生命の尊重

と、もう一つは、環境の保全に寄与する態度を養うというこの二つの言葉です。 

生命の尊重ということに関しては、３番目の健康な心と体を育む①に命の尊

さということで謳ってございますけれども、もう一つの自然環境の保全に寄与

する態度を養う、この辺が、環境教育ということでございますけれども、出て

いないように感じました。 

今、ＳＤＧｓの取組を進めているところでありますので、郷土愛を育む教育

の①か②のどちらかで、そういった自然環境の保全という意味合いの文言も入

れていただくとありがたいな、と思います。 

③の笑顔輝くまちづくり、これは文言の話ですが、総合計画では、健康で笑

顔あふれる元気都市というふうになっていますので、やはりこれは、笑顔輝く

まちづくりではなく、笑顔あふれるまちづくりではないかというふうに思いま

す。 
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次に⑥情報教育の一層の充実については、前の大綱にもありますし、今の大

綱にもあるわけですけれども、今国会も６月で終わりましたけれども、首相安

倍さんの所信表明演説の中で、教育関係について２つの言葉で触れておりまし

た。 

一つは遠隔教育、もう一つはプログラミング教育です。プログラミング教育

とは論理的思考力を養うことでありますけれども、教科書、あるいは机の上だ

けで理解できるものではございません。やはり実際にタブレットとかパソコン

を操作してみないとこれは理解できないものです。そういうところから、ＩＣ

Ｔ機器をしっかり活用してやってほしいということを言っておったわけでござ

います。しかし残念ながら、この学校のＩＣＴ化が進んでいない現状にありま

す。これは、白山市ばかりだけではなく、国全体でもあまり進んではいません

し、このことは、政府自体も大変な危機感をもっておるようでございます。 

文科省は、２０１８年から５年間かけてパソコンは小中学生３人に１台の整

備をする。そして、５年後の２０２３年度からは、１人に１台の整備を進める

という計画でありましたけれども、もうすでに、１人１台を整備するようにと、

言い始めております。今、本当にタブレットとかパソコン、電子本、こんなＩ

ＣＴ機器というものは、学校における鉛筆やノートと同じように必需品になっ

てきているのではないかと思います。 

来年度から小学校の教科書が、変わります。この中に、ＱＲコードがありま

して、このＱＲコードにタブレットやスマートフォンをかざすだけで、たとえ

ば英語の教科書なら、英語で音声が出てくる、そんな時代です。ですから、タ

ブレットとかスマートフォンがどうしてもいるという、そんな時代になってき

ています。 

今年大阪で、スマートフォンの持ち込みを許可しました。これは、防犯の問

題があってということですけれども、現実にはもう時代が全然変わっていると

いうようなことです。それから、情報教育の充実、やはりＩＣＴ機器をしっか

り整備していくことだと考えておりますので、２番目の教育環境の整備のここ

に、⑥の外国語教育や情報教育の一層の充実については２番目の方がいいので

はないかと思っております。外国語教育については郷土愛と少し違うのではな

いかという気がしております。 
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次に、３番目の健康な心と体を育む③の子どもの権利の保障について、あら

ゆる相談に対応できる体制の充実とあります。このあらゆる相談に対応すると

いうことで少し話をしたいのですが、この相談業務については、教育委員会の

各部署で、作業をしているわけですが、特に相談ということで特化いたします

と、この部署は子ども相談室であろうと思います。この子ども相談室の相談体

制については、実際のところ平日は午後５時１５分、木曜日だけは午後６時３

０分です。ですから後は５時１５分で終わっている。土日は休みということに

なっています。 

子ども相談室の相談件数ですけれども、昨年１年間だけで、８９０件の相談

がありました。虐待に関するものが５４０件など、ほんとうに多いわけです。

３年前の平成２８年の相談件数は４８４件ですから、３年間で１．８４倍、や

がて倍近くに増えているわけです。この８９０件の相談の内、電話相談４１６

件となっております。今のところは５時１５分までの対応となっておりますが、

はたしてそれで大丈夫かなと思っております。できれば、電話相談ですから、

夜の７時あるいは８時まで対応ができればいいのかと思ってはいますが、実は

なっていない。職員は５時１５分に帰っているかというと、簡単に帰れないわ

けです。夜になると、家庭を訪問しての面接相談だとかで、全然帰ってはいま

せんが、電話相談をするという体制になっていない。この辺、職員の人事体制

をしっかりしたいということで、私は、今年の冬に市長さんにお願いしまして

１名増員していただきました。昨年までは専任の職員でしたが、今年は兼務と

いうことで、実際には１名プラスではなく、0.5という人数の増ということです。

ですから、この辺の体制が、ちょっと十分にまだ整っていません。 

電話相談業務とは、本当は８時、９時、あるいはひょっとしたら２４時間体

制にでもしなければならないのではないか、という気がしております。ここで

の言葉で、あらゆる相談体制というのは、なかなか難しいかな、ハードルが高

いかなというふうに感じております。 

以上でございます。 

 

○市長(山田 憲昭） 

ありがとうございました。 
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かなり皆さんのご意見がいっぱい出てきていますので、はたしてどうなるか

心配ですが、時代に沿って行うことと、普遍的なものは普遍的なものとして行

うこと。ただ、相談電話については・・・。現在の学校は、留守番電話の切り

替えは何時までですか。 

 

○学校指導課主任管理主事（木下 貴博） 

小学校は７時、中学校は８時です。 

 

○市長(山田 憲昭） 

とりあえず時間を区切って行うことによって、お互いに解放感というか、安

心できると思います。２４時間となったらこれは大変なことになりますし、専

門性の分野となりますので、相談に乗ってあげる体制というのは大事です。し

かし、四六時中、２４時間体制については、言ってもいいができないでしょう。

そんな感じがします。 

それでは、発言については一巡しましたので、これからフリートーキングで、

言い足りないことなど、何かありましたら少しお話しできればと思います。水

洞委員何かありますか。 

 

○教育長職務代理者（水洞 満子） 

はい。小学校と中学校の留守番電話は７時とか８時とかは、働き方改革でも

ありました。しかし、子どもの相談や虐待も含めては、時間にとらわれないも

のでもありますが、その両立、あるいはバランスの落としどころはどうなのか

と思います。 

 

○委員（尾張 勝也） 

 どんなことでもいいですか。先ほど言い忘れたことがありました。３番目の
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健康な心と体を育むところだと思いますが、遊びという言葉をどこかに入れら

れないでしょうか。集団とか、野外での遊び、ほんとうに今の子どもたちに足

りないのが遊ぶ時間だと思います。子どもたちが安心安全に遊べる環境を作る

のが、我々大人であり、行政の責務の一つだと思います。何か決まった中での、

大人管理のもとでの遊びではなく、子どもたちが自分たちで、あるいは外で遊

ぶ。遊びとはものすごく教育に大事なものだと思います。 

 昔から、よく学び、よく遊べと言われる言葉があるくらいなので、だから、

どこかに遊ぼうよといったものが、教育大綱に入れるべきかについては、私は

分かりませんが、どこかに提言というか、「遊びを大事にしましょうよ」とど

こかで謳われてほしいなという気持ちがあります。もっと遊びというものが大

事なような気がします。 

 

○市長(山田 憲昭） 

もう一点として言っていた、小中連携については学校教育、教育委員会の範

ちゅうであるからいいけれども、幼保については課が違います。それで入れな

いのか、本当は幼稚園と学校の連携はものすごく大事であると昔から言ってお

りますし、文科省と厚労省の違いで、教育委員会の範ちゅうでないと言う事か

も知れないが、この連携についてはものすごく大事です。これはいつも言われ

ております。 

 

○学校指導課長（日向 正志） 

  はい。とても大事なことだと思います。 

小学校の方では、幼稚園などとの関連も含めて、小学校での学校生活にすぐ

なじめるようにということで、スタートカリキュラムにより、幼稚園からの連

携がうまく取り込むことができるようなことを学校の方では行っております。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  それは大切だと思います。 

  今年の組織替えで、スポーツ課長も出席しておりますが、本当は教育委員会

からはずれたはずだけれども、そんなことだと、ここでスポーツのことは語れ
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ないということではなくて、スポーツも一緒に入っているわけで、やはり、部

と課が分かれても大切なものは大切ではないかということです。だから、幼稚

園と保育所の連携が大切であれば、そこは超えるということで、教育という意

味ではやはり連携があってもいいのではないでしょうか。 

 

○委員（北田 朋幸） 

  幼稚園、保育園の園長さんと話をしますと、園で、どういうふうな教育をし

ているかを学校にも知ってほしいし、学校の教育方針もお互いにすり合わせた

いという話はよくされます。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  それは保育園、幼稚園はあるけれども、最近では幼保連携の時代になってき

ています。もう、完全に教えると言う時代に入ってきています。やはり連携を

とらなければならないのでしょう。 

 

○委員（北田 朋幸） 

  小学校の校長先生は、連携の中には来ていただけますが、来て、見て、帰る

だけであまり話し合う機会がないとおっしゃいます。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  それは組織が違うという意識が強いのでしょう。 

 

○委員（北田 朋幸） 

  そうですかね。   

 

○教育長(松井 毅） 

  行くことはいきますね。 
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○委員（北田 朋幸） 

  できれば大綱に、この言葉を入れてほしい。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  それと、公民館の話もでましたけれど、市は生涯学習における公民館の役割

はやはり大きいわけです。実際、公の言葉かも知れませんが、公民館を通じて

行っていることは大きい。公民館という言葉が消えることになったらさびしい

のでは。市において策定するのであれば、すごく公民館は重要ではあります。 

 

○教育長職務代理者（水洞 満子） 

  教育大綱の定義については、１ページにあるように、詳細な施策について策

定することを求めているものではないですので、私は、２０１５年の４月の会

議を振り返って見て、今回の会議は白熱してすごいなと思いました。これが４

年間の成果なのか、以前はさらっと言っていた感じで、皆さん言葉を大切にし

て真剣に考えておられるのだと感じました。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  この意見をまとめて錬るには、相当なエネルギーがいるのかと思います。 

 

○教育長職務代理者（水洞 満子） 

  ほんとうに原案もすごく良く錬られて、いろんな所のバランスに配慮されて

いると思いました。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  先ほどの話で、ＳＤＧｓにたどり着いたというのは、ジオパークに取り組ん

でいたらＳＤＧｓにたどり着いたという事です。極端に言えば、ＳＤＧｓに取

り組んでいれば、ジオパークをやっているということになります。ＳＤＧｓは、

ジオやエコの上位に位置する活動であります。 

  また、プログラミング教育等については、当然これから入ってきますので、

そこのところを押さえておかないと遅れてしまうおそれがあります。そこに移
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れるようにしていくことも大事です。 

 

○教育長職務代理者（水洞 満子） 

  情報教育についてですが、しなくてはいけないことは分かっていますし、先

進校もある中で、白山市は遅れているかもしれませんが、今の現状で、白山市

の1万人の子どもたちに何ができるか。きちんとした目標で、今年はここまでや

るとか、全員に対しては、ここまでと。たとえば、音楽のピアノだとして、音

楽という授業があり、授業以外でもピアノを習っていたり、バイオリンを習っ

ていたりする子は、やはりすごく先を進んでいるかもしれない。小学校なり中

学校の音楽の教育は、どこを目標に、どこにターゲットを置いてやるかという

のは、すごく難しいと思います。でも、パソコンにしてもタブレットにしても、

すごく先に進んでいる子もいれば、全然さわったこともない子もいるかも知れ

ません。そういう中で、あいまいに使え使えというか、がんばれがんばれとい

っても、たくさんの先生方はどう動いていいか分からない。まずは、最低限こ

こまでやろうとか、ここ学校はここまでやろうとか、そういうふうにやらない

と、なかなか進まないというような気がします。白嶺小中は、ロボットを買う

ということで、ここのところをやるとか、どこを目標にここまではやってほし

いとか、そういうねらいとかをもう少し具体的に、しかも、ある程度達成可能

なところを押さえていくのも大事かなと思います。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  そのとおりです。だからＳＤＧｓの難しいところは、達成可能な目標を決め

て、それに向かって取組めといいます。その可能な目標が決まらないと、もう

取組まないという話になります。でも我々は、可能な目標や、ゴールを見据え

て取り組むことは難しいという部分はありますが、目標を決めて取り組むこと

は必要ではあります。 

 

○教育長職務代理者（水洞 満子） 

  それでは、もう大綱で終わりそうなので、外国語教育に触れます。 

今年、たまたまアメリカに行きましたけれども、伝えたいことがあるのに英
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語が出てこない。聞き取れないことがありました。そんなもどかしさで言いま

すと、もう少し英語を勉強したいなというようなことで、きっかけや動機が生

まれてきます。 

たとえば、人間やる気になって本気を出せば、何歳でも食べていくためには、

英語でも勉強しなければと思えばするだろう。 

  私が思うには、とにかく英語ぎらいを作らないでほしい。英語は苦手という

意識を、小学校の時期に作らなければいいかなと思います。やろうと思った時

に、たとえば、アプリなり、テレビなり、ラジオなり、パソコンなり、いろい

ろな保護手段があると思うので、とにかく、英語を勉強したいなあとか、英語

が好きとか、そういう子どもを育ててほしいと思います。あまりにも、これを

しなければとか、ここまでしなければいけないというのではなく、もっとリラ

ックスしていったらいけないでしょうか。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  それは英語に限らないのでは。この間の白山市健康都市宣言記念講演で、講

師の桑田真澄さんではありませんが、小学校も中学校も勉強ぎらいで落ちこぼ

れやったけれども、高校になってから、授業は絶対聞く。そこだけしか勉強し

ない。ちゃんとやったらすごい成績が上がったという意味でいいますと、小学

校、中学校で勉強をしなくてもいいのでは、となるかもしれませんが、そうい

うやりたいという意識を持てばいいので、極端に、小学校は遊んでいても、勉

強したいと思えば、一生懸命やれるのだから。それより嫌いになったことの方

がよほどまずいので。それは英語だけではないです。 

  だから、感性も含めて嫌いになってしまってはだめで、やる気をどう引き出

すか。そこの動きが大事なのです。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  それでは、先を進めなくてはならないので、先ほどの説明では８月いっぱい

に案を作り、９月から１１月にかけて修正するということですか。 
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○参事兼教育総務課長（吉森 昭一） 

  はい。この後ですが、今委員さんからご意見をいただいた点も踏まえて、再

度修正をしまして、作業部会でもう一度（案）を作成し、その点を踏まえ、会

議する時間がなければお互いに情報を交換しながら、最終的には１月に決定の

ものを作っていきたいと思いますので、その間、若干のやり取りをしながら進

めていきたいと思います。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  はい。それはそのような工程スケジュールで進んで下さい。 

  それでは、（２）その他に移ります。何かありますか。 

 

○教育長職務代理者（水洞 満子） 

  全然違うことでもいいですか。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  はい。その他ですのでどうぞ。 

 

○教育長職務代理者（水洞 満子） 

  先ほどの北田委員からも話がありましたが、岐阜県で中３の男子が転落死す

るという事件がありました。同じクラスメートの女子生徒から担任の先生に向

けて、いじめの告発があったにも関わらず、その告発メモを担任の先生が無く

したこと、７月３０日の新聞では、埼玉の中１の男子が昨年７月に自殺したこ

とで、第三者委員会は担任に幼さがあったのではないか。７月２９日の報道で

は、仙台市の中２の自殺はいじめが要因でもあるのではないか。７月２６日の

報道では、茨城県の取手市の中３の女子生徒がいじめを受け自殺したという、

同じような報道があったのですが、ほんとうにすごく時間もかかるし、先ほど

の子ども相談室の話にも関わってくるかと思いますけれども、くれぐれも小中

でのいじめに関する対応を丁寧にしていただきたいと改めて思った７月でした。 

  なかなかアンテナを張るのは難しいと思いますが、学力調査の結果がどう、

とかというよりも、いじめに関する問題の方に気を配っていただきたいと思っ
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ています。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  まあ、いじめは無いといったら駄目で、いじめはあります。いじめている子

どもが、いじめと思わない場合があるということです。第三者が見たら、これ

はいじめだと、言ってやることも大事だし、いじめに対して早く手当をするこ

とです。ない、ない、と言っているとずれてきます。我々も小さい頃は、何か

しら言っていたら、それはいじめだと言われたこともありますが、いじめだと

は思っていません。思っていなくても相手が、これはいじめだと思うと、いじ

めになります。そこを第三者的にうまく収集して、修正するようしていくこと

が大事である。 

それと私は以前からも言っていますが、たとえば、学校に警察官が入るのが

いやだと言われます。警察官が入ってもいいじゃないか、それを事前に留めて

おく方がいいじゃないか、入ることを恥じと思わないで、やっぱりそこは、自

殺者がでないようにする方がもっと大事である。そういうような気持ちでやら

ないと、「ない」、「ない」、「ない」、でやっていると、最終的には大事に

なってしまいます。「ない」というのは隠すということですから、隠したらだ

めです。 

 

○委員(北田 朋幸） 

  学校訪問に行っていても、いまいち、その先生に対する認識が少し甘いとい

うか、昔の子どもは、家で悪い子、外でいい子、外で何かすると家でもおこら

れましたが、今の子どもは、親の前では大変いい子で、外で悪さをすることが

多くて、親も完全にだまされます。学校でいろんなことをやっていますが、た

とえば、一人のいじめられっ子がいて、ある子にいじめられ、注意しても、ま

た違う子にいじめられて、それぞれにいじめられてしまいます。これは裏があ

り、いまそのようないじめが多いため、いじめに対する認識の違いによる甘さ

があります。毎回、指摘はしていますが・・・。 
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○市長(山田 憲昭） 

  軌道修正ができない状態になってしまってはいけない。軌道修正できるうち

に修正できるような体制を作っていかなければなりません。 

 

○委員(北田 朋幸） 

  アンケートでも、低学年のうちは、かなりの結果が出てきますが、高学年に

なればだんだんとアンケート結果が少なくなってきています。早いうちに、い

じめという道理をうまく子どもに早く理解させてあげたいと思っています。 

 

○委員(尾張 勝也) 

  いじめに関して言えば、ほんとうに早めに見つけて早めに対処するという、

当たり前のことですごく大事なことと一緒に、これも当たり前のことですが、

いじめの話をすると、どうしても、だんだん、こんなところにいって、一つも

見逃すまいと、もちろん大事ですが、北田委員がいつも学校訪問で言うのは、

先生方もっと子どもと遊んでほしい。 

  細かく見ることも大事だけれど、やっぱり、もっと大らかな、大人と子ども

の関係、きれい事かも知れませんが、子どもにとって大事なのは、人生って楽

しそうやなあ、大人っていいなあとか、そういう当たり前のことを感じること

が出来ない、ストレスフルな世の中というか、大人も子どもも、ストレスにな

って、そこを直さないかぎり、直すのはむずかしいけれども、そこを同時に何

かしていかないかぎり、きちんと対処するところと、もっと大らかに振る舞う

ような、自然の家とかに来ると、いつもいじめっ子みたいな子は、一番元気な

んです。 

高いところから飛び込めとか言うと、一番に「おっしゃ、おれやるぞ」とか

いって「ドーン」とやります。多分、この子は相当いじめっ子やろなあと、や

んちゃなやつがそうなんです。普段からエネルギーが有り余っている。そして、

ストレスが溜まっています。爆発したいのにできない。だからそんな子が、何

かみつけたら、そこに自分のストレスをぶつけるような構図も絶対にあると思

います。 

私は、子ども達にストレスをスポーツだけでなく、良い方に出してもらう。
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だから遊びは大事だと思います。思いっきり遊んで、場合によっては、死ぬほ

ど怖い目にあいながらも遊んでもいいけど、思いっきり遊んで、「生きとるっ

ていいなあ」とか「人生楽しいなあ」、「人生悪くないなあ」と思うような環

境が私は、白山市にはいっぱいあると思います。この間、ボストンの子どもら

を川につれてったら、ほんとうにいい顔をしてみんなが活動をしていたし、そ

ういう白山市が持っている資源を、もっともっと、生かして、きちっと見て対

応する部分と、もっと大らかに、子ども達のストレスが余りたまらないような

活動を提案していきたいなあと思います。 

 

○委員（北田 朋幸） 

  白嶺とか、中学生と小学生の高学年が白山登山を掃除しながら毎年上ってい

ますが、どうして、山の学校だけなのか常々思っていまして、浜の学校も山へ

登ってゴミを拾うし、山の学校も浜へ来て浜辺のゴミ拾いをする。そういうこ

とが、ほんとうの自然環境を保全するためになるのではないでしょうか。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  それは、昔、我々が若い頃、子どもと一緒に道路ぶちの空き缶拾とゴミ拾い

をしました。これやったら、道路のふちからゴミがなくなりました。子どもが

捨てたらだめやと言ったら、親は捨てられないから。そんなようなことがもの

すごく大事で、白山がきれいだというのは、戦後、青年団が、美化登山をずっ

とやっていました。若い人たちが美化登山をやっていたからきれいなんです。

きれいになると誰もゴミを持って来ません。汚れとるとゴミがまた溜まってし

まいます。 

 

○委員（北田 朋幸） 

  たしかに、子ども達と登ってもあまりゴミがありません。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  それはきれいだからきれいなんです。来年はトイレが水洗になりきれいにな

ります。だから、もっときれいになります。 
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○委員（北田 朋幸） 

  ただ、そう言う体験が白峰や白嶺の山手の学校が多いので、市全体にそうい

うことを広げたらどうかなあと思います。白山市はスキー場に関しても、市で

補助をしています。白山登山に関しても少しそのようなことがあったらいいと

思います。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  そこは、市の子どもなら白山は１回は登るとこうことも大事でしょう。子ど

もの頃に１回でも登っておくことは大事でしょう。 

 

○委員(尾張 勝也) 

  白山登山のことで、前にちらっと考えていたことで途方もないことを言いま

すと、たとえば、白山市の企業とかなんかは、白山登山のときには公休扱いに

するとか、学生も含めて、何か、土日だと混んだりもするので、ほんとうの白

山の良さは空いているときというか、人がいないときにはほんとうにすばらし

い山だと思うし、市は、大人も休み取って、子どもも休みとって登ったらいい

と思います。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  市の職員（新規職員）になったら、ちゃんと登るようにしています。 

  教育委員会は新採の先生もみんな登るようにしたらどうでしょう。 

  

○教育長職務代理者（水洞 満子） 

  先ほどのいじめの問題ですけれども、見張っているとかではなく、子ども達

が先生に訴えて来たらそれをもみ消したり、先生方は忙しいから余裕がないの

で、私たちは対応をしなくてもいいというのではなく、訴えてきたり、見た時

は、きちんと受け止めて、丁寧に対応をしてほしいということですので、よろ

しくお願いします。 
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○委員(尾張 勝也) 

  最近の学校は、休み時間も給食の時間も掃除の時間も、それはいじめという

ことではなく、安全ということだと思いますが、先生がずっと子どもの前にい

て、いい意味で守っているのかも知れませんけど、１日中子どもが、大人の管

理下にいるという感じがします。学校も地域も含めて、もっと子どもだけの時

間とか、そっと悪いことをする時間とか、そういう時間が子どもには必要で、

いまの子どもだと、とんでもないことをしてしまうのかもしれませんが、何か

子どもの世界がほしいなあと思います。 

 

○教育長職務代理者（水洞 満子） 

  逆に、ずっと大人がいると、大人がいないときにめちゃくちゃになってしま

う。という可能性もあります。 

 

○委員(尾張 勝也) 

  大人がいなくても自分たちでちゃんといろんなことを守っていく、自立して

いけるような集団でないといけない。先生が厳しい学校だと、先生がいなくな

った瞬間、わちゃわちゃになってしまいます。どこの学校とは言えませんが。 

大人が周りにいなくても子供らが自分らで、いろんなことをやっていく、そ

んな自立した子どもの遊び集団というか、そんな集団がもっともっとできてく

れたらというか、創れたらいいなというふうに思います。 

   

○委員(小寺 正彦） 

  一つだけよろしいでしょうか。学校訪問で今、いじめとかの話がでたんです

けれども、白山市の場合、やはり自然に囲まれた環境豊かな地域ですし、そし

て、七ヶ用水等をはじめ、伝統的な全国にもまれな用水とかも持っています。

そういうところの教育を以前５、６年生がしていましたが、ほとんど時間的に

は、単元でいえば少ないです。 

鳥越の方には大日川ダム、あれも農業のために、わざと下の冷たい水を放流

しなくて、上っ面の水を放流するとか、そういうところに気をつけているよう

な施設です。ほんとうに先人の人たちが、いろいろいっぱい作っていただいた
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ものを、勉強で教えていただいているかと思ったら、ほんとうに知らない子ど

もたちが沢山いることが、ほんとうに残念だと学校訪問で思いました。ですか

ら、やっぱり、枝権兵衛がどうとか、小川幸三とはどんな人やったとか、そう

いうことを含めてもう少し、小学校５、６年生には教えていただきたいと思い

ますので、地域の方を学校教育の方で取り上げていただきたいと思いました。

そして、若い先生では反対に、消防団の訓練しているところに行って、直接聞

きながら子どもたちに教えていた先生もいましたし、先生によっては差が激し

いなあと、社会の教育については思いましたので、特に地域の伝統文化産業を

知らしめていただければと思った次第です。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  身近な人だったら余計に感情も入りますし、教えやすいのではないでしょう

か。それは大事なことです。 

他に何かありませんか。 

ないようですので、これで議事の進行を事務局にお返しします。 

 

○参事兼教育総務課長（吉森 昭一） 

本日は貴重なご意見どうもありがとうございました。先ほどお話もしました

が、大綱につきましては、作業部会、また修正案につきましては、皆様にご提

示をしながら、第２回の総合教育会議までには決めさせていただきたいと思い

ますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

それでは、これを持ちまして、第１回白山市総合教育会議を閉じさせていた

だきます。どうもありがとうございました。  

 

───────────────────────────────────── 

閉会 午後４時５２分 
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